
２０１５年度 第 10 回関私教協幹事校会議事録 

 

１． 日時 2016 年 1 月 26 日（火）19：00～21：00 

２．場所 東京経済大学（国分寺キャンパス）６号館中会議室４ 

３．出席者 

【幹事】鈴木 将史（事務局長・創価大学）、所澤 潤（東京未来大学）、喜岡 淳治（成蹊大学）、

栗栖 淳（国士舘大学）、鈴木 淳子（女子美術大学）、高井良 健一、野田 税子、野村 紘明（東京

経済大学）、武藤 伸司（東京女子体育大学）、大島 真夫（東京理科大学）、戸塚 唯氏（千葉科学大

学）、山﨑 鎮親（相模女子大学） 

【事務担当】平野 光彦（創価大学） 

 

４．協議 

〔報告事項〕 

（１） 研究部の活動について 

各研究部会の世話人より、活動状況について報告がなされた。 

第 2 部会：1 月 23 日に帝京科学大学で、昨年度実施した教職センターに関するアンケー

トの報告書作成に関する話し合いを行った。なお、このアンケートの質問項目の一部を、

全私教協の教職課程運営部会が今後実施予定のアンケートで使用したいとの要請があり、

部会内で承認した。次回は 2 月下旬か 3 月上旬に、帝京平成大学教職センターの見学を行

う予定である。 

第 3 部会：2 月中旬か下旬に、学校インターンシップをテーマに部会を開催予定である。 

第 5 部会：1 月 28 日(木)に次回の部会を東京家政大学で開催し、教員採用への取り組みに

関するアンケート調査の質問項目を整理する予定である。 

第 6 部会：1 月 9 日(土)に二松学舎大学で部会を開催し、昨年末に実施した介護等体験に

関するアンケート結果に関する報告書の打ち合わせを行った。今年度中にまとめ、冊子に

して報告予定である。 

第 7 部会：1 月 21 日(木)に工学院大学にて、法政大学の左巻先生による「エセ科学」に 

ついての話を伺った。次回は千葉工業大学の教職担当者の話を３月に開催予定である。 

第 8 部会：1 月 22 日(金)に成蹊大学で部会を開催し、成蹊大学の高瀬氏が中教審答申 

に基づくカリキュラム見直しのイメージを発表した。その後、全体で、中教審答申に関す 

る議論を行った。最後に、田子全私教協事務局長より、中教審答申について全私教協とし 

てどのような対応をするのかについて少しだけ議論を行った。 

 

（２） 2015 年度第 2 回研究懇話会報告 

喜岡研究部長を中心に、12 月 19 日に開催された 2015 年度第 2 回研究懇話会について報

告があり、全体で総括を行った。 

・中教審答申の発表直前となり、良いタイミングで開催できた。 



・研究者筋の先生方の話を伺うことができ、有意義な機会とできた。 

・当日スライドの縦横比が適切でなかった。機材関係のリハーサルを行えれば良かった。 

 

（３） 「会報」第 78 号の編集・発行について 

栗栖広報部長より、「会報」第 78 号の編集状況について報告があった。 

・研究大会、研究懇話会での質問者は一部を除き、「質問者」表記で統一する。 

・定期総会における議事録を作成する必要がある。 

 

（４） 次期会長校の依頼状況について 

鈴木事務局長より、次期会長校の依頼状況について報告があった。 

 

〔審議事項〕 

（１） 全私教協第 4 回理事会（2016.1.31）への報告内容について 

鈴木事務局長を中心に、全私教協第 4 回理事会（2016.1.31）への報告内容について別紙

資料に基づき検討され、一部時間帯や脱字の訂正の上、承認された。 

 

（２） 2016 年度総会・研究大会への準備について 

喜岡研究部長を中心に、2016 年度総会・研究大会の日程ならびにテーマにつき以下のよ

うに審議された。 

・日程は 5 月 14 日（土）の方向で調整する。会場については引き続き検討する。 

・喜岡研究部長からのテーマ案は以下の通り。 

１案：「アクティブ・ラーニングとは何か」 

２案：「2030 年の社会と子供たちの未来」 

・アクティブ・ラーニングについて問い直すテーマは興味深いのではないかとのことで、

いくつもの活発な意見が出された。 

・最新の中教審答申に合わせてのテーマを 7月以降の研究懇話会で取り上げてはどうかと

の意見が出された。 

 

（３） 2016 年度全私教協研究大会における分科会について 

喜岡研究部長を中心に、2016 年度全私教協研究大会について関私教協担当の分科会の担

当について審議され、研究部第 7部会（理数系教員養成部会）内でテーマの設定が可能か

検討を依頼することとなった。 

 

（４） 2016 年度幹事校・世話人の体制について 

鈴木事務局長より、2016 年度幹事校・世話人の体制について別紙資料に基づき、進捗状

況ならびに担当大学、担当者の確認があった。また、次回からオブザーバー参加を呼び

かけることから、新規幹事校の連絡先について、事務局へ報告することとした。 



 

（５） 4 月以降の幹事校会会場について 

鈴木事務局長を中心に、2016 年 4 月以降の幹事校会の日程ならびに会場につき検討され

た。 

 

    2015 年 4 月 14 日（木）18：30～ 国士舘大学（予定）  

   2015 年 5 月 14 日（土）     研究大会会場校 

 

 

・次回 2015 年度第 11 回関私教協幹事校会開催予定 

2016 年 2 月 24 日（水）18：30～  

会場：東京理科大学神楽坂キャンパス 

 

  


